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数ありました。復元模型やＶＴＲも不評と好評と両

方の意見があります。万人が満足できる展示はむず

かしいと痛感しました。全体としては好意的な評価

が多く、まずまず成功といえるでしょう。本展をみ

て興味をもち、実際に現地を訪れた方が飛鳥藤原宮

跡発掘調査部の展示室にもお見えになっています。

　また本展と関連して、大阪・東京会場に出展した

金銅製四環壺（明日香村古宮遺跡出土、宮内庁三の

丸尚蔵館所蔵）の調査を宮内庁と奈文研が共同で実

施しました。このように展覧会とともに新しい研究

もおこなわれています。

　　　　　　　（飛鳥藤原宮跡発掘調査部　石橋茂登）

　
　　発掘調査の概要

興福寺中金堂院回廊東南の調査（平城第347次）　

　興福寺の主要伽藍を対象とした復元整備計画にも

とづき、これまで中金堂院の中門（1998年度）、回

廊東北部・中金堂前庭部（1999年度）、中金堂（2000・

2001 年度）の発掘調査をおこなってきました。今

回は回廊東南部を発掘しています。調査面積は981㎡、

2002年 7月 1日から調査を開始しました。この調査

により回廊の全容が明らかになりました。

　東面回廊は全長約 65ｍ、中門を含む南面回廊の

全長は約 84ｍあります。今回の調査で検出したの

は東面回廊南半の桁行8間分、南面回廊東半の桁行

6間分です。梁行は東面、南面回廊とも2間で回廊

基壇の幅は10.74ｍです。柱の礎石はほとんど残っ

ていませんでしたが、礎石の抜取穴によって柱の位

置を確認できました。回廊は連子窓が中央に通り、

その両側に吹き放しの廊下がある複廊の構造であっ

たことがわかります。

　東面回廊西側と南面回廊北側では基壇側面を飾る

外装と雨落溝を検出しました。凝灰岩製の地覆石と

その上にのせる羽目石の下端部が残っており、全体

は壇正積基壇であったと考えます。雨落溝は川原石

を2列に並べて底石とし、側石を立てています。溝

の内庭側には川原石を敷き詰めた幅90㎝の石敷が

ありました。

　今回の調査区で東面回廊の最も北の柱間にあたる

ところに、内庭側に下りる階段の痕跡を検出しまし

た。階段北側の地覆石があり、雨落溝は階段の出に

そって西に張り出しています。この階段の存在によ

ってここに門が開くことを推定できました。階段の

幅は約4.1ｍ（奈良時代の尺で14尺）、門の柱間も

14尺であったことがわかります。

　門は東面回廊の中央より一間南に位置し、これを

境に北と南では、桁行の柱間寸法が異なっています。

これは最初に門の位置を決めて、門を基準に回廊を

北と南に分けて、必要な間数で割り振るという設計

順序の結果であろうと考えます。さらに門の中心線

を東西に伸ばすと東金堂と西金堂の中心と一致しま

す。東西の金堂は中金堂院より遅れて造営されてい

ますから、この両金堂は門から延びる軸線を基準に

設計されたことがわかります。つまり門の位置は回

廊を設計する基準であるとともに、周辺の伽藍を設

計する際にも基準となっていたと考えられます。

　今後は回廊基壇の時期や構造、回廊内側の内庭部

分の状況を把握することを中心に、調査を継続しま

す。　　　　　　　（平城宮跡発掘調査部　今井晃樹）

平城宮第一次大極殿院西楼出土の木簡

　西楼の調査で多数の木簡が見つかっていることは

前号で報告しましたが、その後も現場から持ち帰っ

た木簡を含む土から遺物を洗い出す作業を続けてい

ます。持ち帰った土はコンテナに400箱あまりです。

　木簡が見つかった穴は、西楼の全部で 16基ある

掘立柱の柱穴のうち、実に 13基に及びます。柱抜

き取り穴は深さ3ｍにも及ぶ巨大なものですが、深

さ1ｍあまりのところに帯状に堆積した木屑層があ

り、木簡は主にこの層から出土しました。どの穴も

抜き取り穴を埋める最終段階で、木簡を含む木屑を

集中的に投棄しているようです。ただ、地下水の状

況があまりよくなく、木簡は本来もっとたくさんあ

ったと考えられますが、木屑層が腐蝕してしまって

いる柱穴も多数ありました。

　この他、大極殿院南面の築地回廊の造営に先だっ

調査区全景（西から）
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